
福
島

・

所
在
地
　
　
　
福
島
県
原
町
市
泉
字
舘
腰

。
町
畑

調
査
期
間
　
　
一
九
九
五
年

（平
７
）
入
月
―

一
九
九
六
年
三
月

発
掘
機
関
　
　
原
町
市
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
堀
　
耕
平

遺
跡
の
種
類
　
居
館
跡

遺
跡
の
年
代
　
近
世
初
頭

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

遺
跡
は
新
田
川
左
岸
の
沖
積
地
に
立
地
す
る
平
舘
で
あ
る
。
郭
は
東
西

・
南

北
約
七
〇
ｍ
を
測
る
。
幕
末
に
編
纂
さ
れ
た
相
馬
藩
の
地
誌

『奥
相
志
』
に
記

臓
雑
　
羊
４
塩

　

　

載
さ
れ
た
相
馬

一
族
の
長
、
岡

田
氏
の
居
館
と
推
定
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
使
用
期
間
は
慶
長
二

年

（
一
五
九
七
）
か
ら
同

一
六

年
ま
で
で
あ
る
。

調
査
は
県
営
固
場
整
備
事
業

甕

ｔ
伴
い
、
掘
削
を
受
け
る
南
側

大

約
三
分
の

一
、
約
九
五
〇
〇
ド

に
つ
い
て
実
施
し
た
。
調
査
地

は
、
過
去
に
削
平
さ
れ
て
い
る
た
め
、
郭
か
ら
発
見
さ
れ
た
遺
構
は
な
く
、
郭

の
東

・
南

・
西
を
囲
む
幅

一
一
―

一
四
ｍ
の
堀
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
東
側

と
南
側
で
土
橋
状
の
遺
構
と
、
そ
の
付
近
に
橋
脚
に
関
連
す
る
と
推
定
さ
れ
る

木
柱
列
が
検
出
さ
れ
た
。

遺
物
の
ほ
と
ん
ど
は
堀
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
瀬
戸

・
美
濃

。
常
滑

・
青
磁

な
ど
の
陶
磁
器
片
、
下
駄

・
漆
椀

。
曲
物
な
ど
の
木
製
品
、
渡
来
銭
、
火
縄
銃

の
火
皿
な
ど
の
金
属
製
品
、
鹿
角

・
馬
歯
な
ど
の
動
物
遺
存
体
が
あ
る
。

墨
書
及
び
墨
痕
が
確
認
で
き
た
資
料
は

一
七
点
出
土
し
て
い
る
。
①
ｌ
⑪
は

一
組
で
堀
南
側
、
土
橋
状
遺
構
付
近
か
ら
の
出
上
で
あ
る
。
０
ｌ
⑪
も

一
組
で

堀
南
東
角
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。
⑫
ｌ
的
、
ω
⑫
は
堀
東
側
か
ら
近
接
し
て
出

土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

（淋丑
子
・ヵ
）

①

　

「□
　
　
ｏ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｎ］受
］蓑
∞
霊

②
　
　
「
（梵
字
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（牌卜∞）×
］卜×
］
寓
μ

①
　
　
「
（梵
字
）

ｏ
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牌認
×
］⇔×
ω
寓
岸

い
　
　
「
（梵
字
）

ｏ
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］８
×
中『×
∞
夙
解

働
　
　
「
（梵
字
）
ｏ
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囀∞∞×
や卜×
∞
８
Ｐ

〔〕　　　　　「（淋れをす）　　ｏ
」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］］∞×
∞卜〉〈∞　
ｏ⇔Ｐ
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「
（梵
字
）

ｏ
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］∞］×
∞『×
∞
試
Ｐ

ω
ｌ
Ｏ
は
下
方
を
木
釘
で
留
め
て
い
る
。
０
に
木
釘
が
残
存
し
て
い
る
。
墨

書
部
分
の
な
い
破
片
が

一
本
あ
り
、
本
来
は
六
本

一
組
と
考
え
ら
れ
る
。
０
１

側
も

一
組
で
、
同
様
に
木
釘
で
留
め
て
い
る
。
①
ｍ
に
木
釘
が
残
存
。
⑫
ｔ
ｕ

は
法
量

・
留
め
穴
の
形
が
同
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
六
本
で

一
組
と
考
え
ら
れ

る
。
形
状
は
い
ず
れ
も
長
方
形
の
板
材
の
上
方
を
山
形
に
整
え
、
や
や
幅
を
狭

寅
梵
字
）

巽
梵
字
）

巽
梵
字
）

要
梵
字
）

巽
梵
字
）

「
（泳凡一十）

寮
梵
字
）

「
（淋凡一十）

蒙
梵
字
）

買
梵
字
）

０
」

０
」

０
」

０
」

０
」

０
」

０
」

０
」

０
」

〇
」

］
〕
∞
×

∞
い
×

∞
　

ｏ
⇔
岸

］
］
６
×

∞
釦
×

∞
　

ｏ
ｏ
μ

］
∞
⇔
×

∞
卜
×

∞
　

ｏ
⇔
牌

］
中
『
×

∞
ω
×

∞
　

ｏ
⇔
Ｐ

Ｎ
］
ｏ
×

∞
∞
×

釦
　

ｏ
⇔
Ｐ

］
∞
∞
×

∞
ヽ
×

∞
　

ｏ
⇔
牌

囀
∞
μ
×

∞
６
×

∞
　

ｏ
ω
Ｐ

Ｎ
∞
卜
×

∞
６
×

ヽ
　

ｏ
⇔
Ｐ

Ｎ
∞
］
×

∞
∞
×

∞
　

ｏ
ｏ
四

］
∞
Ｐ
×

ω
⇔
×

∞
　

ｏ
⇔
牌

0)部分



め
な
が
ら
下
方
に
至
り
、
下
端
は
直
裁
し
て
い
る
。

墨
書
が
肉
眼
で
確
認
で
き
た
の
は
、
①
ｌ
働
①
倒
⑫
⑭
で
、
他
は
赤
外
線
観

察
及
び
墨
痕
に
よ
り
文
字
が
確
認
で
き
た
。
文
字
は
各
本
に
つ
き
す
べ
て
片
面

の
み
に

一
字
ず
つ
記
さ
れ
、
い
を
除
き
種
子
は
す
べ
て

「ぎ
己

（金
剛
界
大
日
如

来
）
と
確
認
で
き
る
。
発
掘
時
に
二
次
的
な
削
り
を
受
け
た
い
も
同
じ
種
子
と

推
定
さ
れ
る
。

今
回
出
土
し
た
資
料
は
、
形
状

。
法
量

。
種
子
に
共
通
性
が
あ
り
、
性
格
と

し
て
は
今
の
と
こ
ろ
笹
塔
婆
あ
る
い
は
呪
符
の
類
と
想
定
さ
れ
る
。

本
資
料
に
つ
い
て
は
國
學
院
大
學
の
千
々
和
到
氏
、
元
興
寺
文
化
財
研
究
所

の
藤
澤
典
彦
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

（堀
　
耕
平
）

7  6  5 4  3 2  1

さ
ん
の
う

山
王
遺
跡
は
奈
良

・
平
安
時

代
を
通
じ
て
陸
奥
国
府
で
あ
っ

た
多
賀
城
跡
の
南
西
部
に
位
置

す
る
。
砂
押
川
と
七
北
田
川
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
標
高
五
―

六
ｍ
の
東
西
に
長
い
自
然
堤
防

Ｓ

上
に
立
地
し
て
い
る
。
そ
の
北

仙

判
は
低
湿
地
、
南
側
は
破
高
地

と
低
湿
地
が
複
雑
に
分
布
し
て

宮
城
・
山
王
遺
跡

所
在
地

調
査
期
間

発
掘
機
関

調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
１
江
戸
時
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

宮
城
県
多
賀
城
市
南
宮
宇
八
幡

・
町

・
伊
勢

一
九
九
五
年

（平
７
）
四
月
１

一
二
月

一
九
九
六
年

（平
８
）
四
月
１

一
二
月

宮
城
県
教
育
委
員
会

加
藤
道
男

。
斎
藤
吉
弘

・
村
田
晃

一
・
早
川
英
紀

・
八
嶋

伸
明

・
星
　
清

。
東
理
浩
明




